
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
か
い
て
き
で
げ
ん
き
な
ま
ち
の
情
報
紙

広
報
　
　
　

広
報
　
　
　

広
報
　
　
　

2
019
2
019
2
019
N
o.588
N
o.588
N
o.588333

今
月
の

表
紙

２
月
１
８
日
、
昨
年
の
豪
雨
で
浸
水
被
害
を
受
け
休
園
し
て
い
た
中
川
保
育
園
で
の
保
育
が
再
開
し
ま
し
た
。

約
７
か
月
ぶ
り
に
園
児
の
笑
顔
が
園
舎
に
戻
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）



第
２
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
（
敬
称
略
）

【
詩
】

　（
一
般
）
入
選 

原
田
敏
子
　
佳
作 

水
田
時
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

笠
原
咲
介
（
山
田
小
）　
佳
作 

山
下
紘
平
（
矢
掛
小
）、
川
井
悠
大
（
山

田
小
）、
青
江
太
智
（
三
谷
小
）、
池
田
優
樹
（
川
面
小
）、
則
信
希
星
（
矢
掛
中
）

【
短
　歌
】

　（
一
般
）
入
選 

江
尻
容
子
　
佳
作 

古
村
　
匂

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

原
田
蒼
也
（
山
田
小
）　
佳
作 

坂
本
多
佳
来
（
中
川
小
）

【
俳
　句
】

　（
一
般
）
入
選 

江
尻
容
子
　
佳
作 

江
木
公
子
、
渡
辺
田
鶴
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

古
城
佳
奈
（
矢
掛
中
）　
佳
作 

岡
崎
愛
羅
（
山
田
小
）、 

近
藤
里
歌
（
小

田
小
）、
岸
戸
柚
季
奈
（
美
川
小
）、
三
宅
由
華
（
小
田
小
）、  

中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）、 

　 

辻
　
花
音
（
矢
掛
小
）、
中
山
奈
々
（
矢
掛
小
）、
佐
藤
愛
華
（
三

谷
小
）、
栗
田
龍
生
（
小
田
小
）、
藤
岡
星
羅
（
矢
掛
中
）

【
川
　柳
】

　（
一
般
）
入
選 

椎
葉
　
勉
　
佳
作 

渡
辺
田
鶴
子

　（
18
歳
以
下
）入
選 

柚
木
悠
叶（
矢
掛
小
）　
佳
作 

橋
本
若
奈（
矢

掛
小
）、
平
松
芽
依
（
矢
掛
小
）

【
随
筆
・
童
話
・
作
文
】

　（
一
般
）
入
選 

石
川
智
子
　
佳
作 

三
宅
す
み
子

　（
18
歳
以
下
）入
選 

妹
尾
璃
虹（
山
田
小
）、池
田
壮
真（
川
面
小
）、

岡
崎
凜
菜
（
矢
掛
中
）

【
自
　由
】

　（
一
般
）
入
選 

江
木
基
夫
　
佳
作 

長
谷
川
二
次
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

小
林
美
琴
（
矢
掛
高
）　
佳
作 

長
谷
川
美
空

　（
山
田
小
）、
西
原
美
結
（
矢
掛
高
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
55
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

財
団
科
学
賞

　「
第
55
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」（
才
能
開
発

教
育
研
究
財
団
主
催
）
の
科
学
部
門
に
お
い
て
「
財
団
科
学

賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
夏
休
み
中
の
９
日
間
に
わ
た
り
１
時
間
ご

と
の
セ
ミ
の
鳴
き
声
に
着
目
し
、
生
態
を
研
究
。
こ
の
研
究

は
、「
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会
」
で
県
科
学
教
育
研

究
会
長
賞
を
受
賞
し
、
全
国
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
科
学
文
化
賞
・
渡
邊
武
次
郎
賞（
敬
称
略
）

【
石
井
科
学
文
化
賞
】

岸
戸
翔
凜
奈
（
美
川
小
）

柏
原
　
彩
寧
（
矢
掛
小
）

佐
藤
　
愛
華
（
三
谷
小
）

山
崎
　
苺
姫
（
山
田
小
）

大
橋
　
祐
斗
（
川
面
小
）

岡
崎
　
彩
葉
（
中
川
小
）

藤
枝
　
智
稀
（
小
田
小
）

岡
崎
　
凜
菜
（
矢
掛
中
）

髙
山
　
朝
陽
（
小
北
中
）

【
渡
邊
武
次
郎
賞
】

北
川
　
由
樹
（
美
川
小
）

井
辻
　
百
春
（
矢
掛
小
）

⻆
田
　
海
翔
（
三
谷
小
）

小
林
　
結
望
（
山
田
小
）

鳥
越
　
　
遥
（
川
面
小
）

守
屋
　
孝
郁
（
中
川
小
）

妹
尾
　
怜
奈
（
小
田
小
）

山
部
　
綜
太
（
矢
掛
中
）

近
藤
　
久
美
（
小
北
中
）

山田小１年
中島  彩乃さん

岡
山
県
わ
か
ば
賞

　
青
少
年
の
善
行
を
た
た
え
る
「
岡
山
県
わ
か
ば
賞
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
会
と
し
て
率
先
し
て
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
浸
水
被

害
を
受
け
た
中
川
小
学
校
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
だ
功
績

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

第
58
回
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
賞

岡
山
理
科
大
学
付
属
高
校
２
年
　
三
宅
　
星
南
さ
ん

　
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
記
者
ク
ラ
ブ
（
山
陽
新
聞
社
な
ど
16
社
加
盟
）
が
選
定
す
る
「
第
58
回
岡
山

ス
ポ
ー
ツ
賞
」
に
お
い
て
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
中
の
岡
山
理
科
大
学
付
属
高
校
２
年

三
宅
星
南
さ
ん
（
東
川
面
）
が
個
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
で
自
己
最
高
得
点
を
更
新
し
、
優
勝
す
る
な
ど
の
功
績
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

矢掛中学校生徒会
（会長（当時）岡崎  凜菜さん）

Information
まちからの

お知らせ

被
災
家
屋
の
解
体
受
付
申
請

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
損
壊
（
半
壊
以
上
）
し
た
町
内
の
家
屋
等
に
つ
い
て
、
公
費
解

体
お
よ
び
自
費
解
体
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
受
付
期
限
は
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

医
療・介
護・障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

自
己
負
担
金
の
免
除
措
置
が
６
月
末
ま
で
延
長

　
現
在
、
医
療
保
険
・
介
護
保
険
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
金
ま
た
は
利
用
料
を

免
除
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
６
月
末
ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
該
当
と
な
る
人
は
、

免
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
で
受
診
等
す
る
場
合
は
、
保
険
証
ま
た
は
受
給
者
証
と
保
険
者
が
発
行
す
る
免
除
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

１
．
住
家
が
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
人

２
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
人

３
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
災
害
に
よ
り
不
明
で
あ
る
人

４
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
業
務
を
廃
止
し
、
ま
た
は
休
止
さ
れ
た
人

５
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
失
職
し
、
現
在
収
入
が
な
い
人

※
対
象
者
で
免
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
対
象
と
な
る
被
災
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

■問
【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
　
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線 

０
５
７
１

　
　【
介
護
保
険
】 
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１

　
　【
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係  

☎（
82
）１
０
１
３  

有
線 

０
５
３
２

※

医
療
保
険
に
よ
り
措
置
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
等
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
各
事
業
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
申
込

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、世
帯
主
が
負
傷
し
た
世
帯
や
、住
居・家
財
に
著
し
い
損
害
（
半

壊
以
上
）
を
受
け
た
世
帯
の
う
ち
、
生
活
立
て
直
し
の
た
め
、
家
財
の
買
替
え
、
住
居
の
修
理

等
を
行
う
場
合
に
、
災
害
援
護
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
貸
し
付
け
に
は
連
帯
保
証
人
（
要
件

あ
り
）
が
１
人
必
要
で
す
。

　
受
付
期
限
は
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

【公共施設】
①１月８日の３学期始業式から授業が再開。３月上旬に体育館の工事が完了し、児童が利用できるように
　なりました。
②床・壁の張り替え、給食用機器の入れ替え等を行い、２月１８日から保育を再開しています。
③復旧工事が完了し、現在搬入作業を行っています。４月から本格的に再開予定です。

②中川保育園

【本堀地内より小田川を望む】

【内田地内古屋谷橋】

【東川面地内小田川破堤箇所】 【本堀地内小田川破堤箇所】

【江良地内小田川破堤箇所】 【中地内原川破堤箇所】

【その他】
　昨年 10月頃より小田川のしゅんせつを順次
行っています。
　また、車両通行止めとなっている内田地内
の町道古屋谷橋は、現在応急仮橋を設置。今
後橋脚の除去と橋梁拡幅を実施する予定です。

【破堤箇所】
　小田川の破堤箇所は岡山県の管轄のもと本格復旧工事
を行っています。小田川支流の中地内原川破堤箇所は、
すでに復旧工事を完了しています。

①中川小学校 ③中川公民館

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

受
付
期
限
は
３
月
29
日
ま
で
。

お
済
み
で
な
い
方
は
至
急
申
し
込
み
を
！

2平成31年３月号



第
２
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
（
敬
称
略
）

【
詩
】

　（
一
般
）
入
選 

原
田
敏
子
　
佳
作 

水
田
時
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

笠
原
咲
介
（
山
田
小
）　
佳
作 

山
下
紘
平
（
矢
掛
小
）、
川
井
悠
大
（
山

田
小
）、
青
江
太
智
（
三
谷
小
）、
池
田
優
樹
（
川
面
小
）、
則
信
希
星
（
矢
掛
中
）

【
短
　歌
】

　（
一
般
）
入
選 

江
尻
容
子
　
佳
作 

古
村
　
匂

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

原
田
蒼
也
（
山
田
小
）　
佳
作 

坂
本
多
佳
来
（
中
川
小
）

【
俳
　句
】

　（
一
般
）
入
選 

江
尻
容
子
　
佳
作 

江
木
公
子
、
渡
辺
田
鶴
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

古
城
佳
奈
（
矢
掛
中
）　
佳
作 

岡
崎
愛
羅
（
山
田
小
）、 

近
藤
里
歌
（
小

田
小
）、
岸
戸
柚
季
奈
（
美
川
小
）、
三
宅
由
華
（
小
田
小
）、  

中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）、 

　 

辻
　
花
音
（
矢
掛
小
）、
中
山
奈
々
（
矢
掛
小
）、
佐
藤
愛
華
（
三

谷
小
）、
栗
田
龍
生
（
小
田
小
）、
藤
岡
星
羅
（
矢
掛
中
）

【
川
　柳
】

　（
一
般
）
入
選 

椎
葉
　
勉
　
佳
作 

渡
辺
田
鶴
子

　（
18
歳
以
下
）入
選 

柚
木
悠
叶（
矢
掛
小
）　
佳
作 

橋
本
若
奈（
矢

掛
小
）、
平
松
芽
依
（
矢
掛
小
）

【
随
筆
・
童
話
・
作
文
】

　（
一
般
）
入
選 

石
川
智
子
　
佳
作 

三
宅
す
み
子

　（
18
歳
以
下
）入
選 

妹
尾
璃
虹（
山
田
小
）、池
田
壮
真（
川
面
小
）、

岡
崎
凜
菜
（
矢
掛
中
）

【
自
　由
】

　（
一
般
）
入
選 
江
木
基
夫
　
佳
作 

長
谷
川
二
次
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 
小
林
美
琴
（
矢
掛
高
）　
佳
作 

長
谷
川
美
空

　（
山
田
小
）、
西
原
美
結
（
矢
掛
高
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
55
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

財
団
科
学
賞

　「
第
55
回
全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」（
才
能
開
発

教
育
研
究
財
団
主
催
）
の
科
学
部
門
に
お
い
て
「
財
団
科
学

賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
夏
休
み
中
の
９
日
間
に
わ
た
り
１
時
間
ご

と
の
セ
ミ
の
鳴
き
声
に
着
目
し
、
生
態
を
研
究
。
こ
の
研
究

は
、「
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会
」
で
県
科
学
教
育
研

究
会
長
賞
を
受
賞
し
、
全
国
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
科
学
文
化
賞
・
渡
邊
武
次
郎
賞（
敬
称
略
）

【
石
井
科
学
文
化
賞
】

岸
戸
翔
凜
奈
（
美
川
小
）

柏
原
　
彩
寧
（
矢
掛
小
）

佐
藤
　
愛
華
（
三
谷
小
）

山
崎
　
苺
姫
（
山
田
小
）

大
橋
　
祐
斗
（
川
面
小
）

岡
崎
　
彩
葉
（
中
川
小
）

藤
枝
　
智
稀
（
小
田
小
）

岡
崎
　
凜
菜
（
矢
掛
中
）

髙
山
　
朝
陽
（
小
北
中
）

【
渡
邊
武
次
郎
賞
】

北
川
　
由
樹
（
美
川
小
）

井
辻
　
百
春
（
矢
掛
小
）

⻆
田
　
海
翔
（
三
谷
小
）

小
林
　
結
望
（
山
田
小
）

鳥
越
　
　
遥
（
川
面
小
）

守
屋
　
孝
郁
（
中
川
小
）

妹
尾
　
怜
奈
（
小
田
小
）

山
部
　
綜
太
（
矢
掛
中
）

近
藤
　
久
美
（
小
北
中
）

山田小１年
中島  彩乃さん

岡
山
県
わ
か
ば
賞

　
青
少
年
の
善
行
を
た
た
え
る
「
岡
山
県
わ
か
ば
賞
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
会
と
し
て
率
先
し
て
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
浸
水
被

害
を
受
け
た
中
川
小
学
校
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
だ
功
績

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

第
58
回
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
賞

岡
山
理
科
大
学
付
属
高
校
２
年
　
三
宅
　
星
南
さ
ん

　
岡
山
ス
ポ
ー
ツ
記
者
ク
ラ
ブ
（
山
陽
新
聞
社
な
ど
16
社
加
盟
）
が
選
定
す
る
「
第
58
回
岡
山

ス
ポ
ー
ツ
賞
」
に
お
い
て
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
中
の
岡
山
理
科
大
学
付
属
高
校
２
年

三
宅
星
南
さ
ん
（
東
川
面
）
が
個
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
で
自
己
最
高
得
点
を
更
新
し
、
優
勝
す
る
な
ど
の
功
績
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

矢掛中学校生徒会
（会長（当時）岡崎  凜菜さん）

Information
まちからの

お知らせ

被
災
家
屋
の
解
体
受
付
申
請

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
損
壊
（
半
壊
以
上
）
し
た
町
内
の
家
屋
等
に
つ
い
て
、
公
費
解

体
お
よ
び
自
費
解
体
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
受
付
期
限
は
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

医
療・介
護・障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

自
己
負
担
金
の
免
除
措
置
が
６
月
末
ま
で
延
長

　
現
在
、
医
療
保
険
・
介
護
保
険
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
金
ま
た
は
利
用
料
を

免
除
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
６
月
末
ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
該
当
と
な
る
人
は
、

免
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
で
受
診
等
す
る
場
合
は
、
保
険
証
ま
た
は
受
給
者
証
と
保
険
者
が
発
行
す
る
免
除
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

１
．
住
家
が
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
人

２
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
人

３
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
災
害
に
よ
り
不
明
で
あ
る
人

４
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
業
務
を
廃
止
し
、
ま
た
は
休
止
さ
れ
た
人

５
．
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
失
職
し
、
現
在
収
入
が
な
い
人

※

対
象
者
で
免
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
対
象
と
な
る
被
災
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

■問
【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
　
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線 

０
５
７
１

　
　【
介
護
保
険
】 

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１

　
　【
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係  

☎（
82
）１
０
１
３  

有
線 

０
５
３
２

※

医
療
保
険
に
よ
り
措
置
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
等
職
場
の
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
各
事
業
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
申
込

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、世
帯
主
が
負
傷
し
た
世
帯
や
、住
居・家
財
に
著
し
い
損
害
（
半

壊
以
上
）
を
受
け
た
世
帯
の
う
ち
、
生
活
立
て
直
し
の
た
め
、
家
財
の
買
替
え
、
住
居
の
修
理

等
を
行
う
場
合
に
、
災
害
援
護
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
貸
し
付
け
に
は
連
帯
保
証
人
（
要
件

あ
り
）
が
１
人
必
要
で
す
。

　
受
付
期
限
は
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

【公共施設】
①１月８日の３学期始業式から授業が再開。３月上旬に体育館の工事が完了し、児童が利用できるように
　なりました。
②床・壁の張り替え、給食用機器の入れ替え等を行い、２月１８日から保育を再開しています。
③復旧工事が完了し、現在搬入作業を行っています。４月から本格的に再開予定です。

②中川保育園

【本堀地内より小田川を望む】

【内田地内古屋谷橋】

【東川面地内小田川破堤箇所】 【本堀地内小田川破堤箇所】

【江良地内小田川破堤箇所】 【中地内原川破堤箇所】

【その他】
　昨年 10月頃より小田川のしゅんせつを順次
行っています。
　また、車両通行止めとなっている内田地内
の町道古屋谷橋は、現在応急仮橋を設置。今
後橋脚の除去と橋梁拡幅を実施する予定です。

【破堤箇所】
　小田川の破堤箇所は岡山県の管轄のもと本格復旧工事
を行っています。小田川支流の中地内原川破堤箇所は、
すでに復旧工事を完了しています。

①中川小学校 ③中川公民館

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
30
年
７
月
豪
雨

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

復
興
レ
ポ
ー
ト

受
付
期
限
は
３
月
29
日
ま
で
。

お
済
み
で
な
い
方
は
至
急
申
し
込
み
を
！
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岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
が
、
３
月
29
日
㈮
に
告
示
と
な
り
ま
す
。
矢
掛
町
は
井
原
市
と
併
せ
て

「
井
原
市
・
小
田
郡
選
挙
区
」
で
、
選
出
す
る
議
員
の
定
数
は
２
人
で
す
。

●
投
票
日
　４
月
７
日
㈰

●
投
票
時
間
　午
前
７
時
〜
午
後
６
時

●
期
日
前
投
票

　と

　き
　３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　と
こ
ろ
　役
場
３
階
大
会
議
室

【
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

　身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
投
票
所
ま
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な
る
人
の
範
囲
や
手
続
き
方
法
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
選
挙
管
理
委
員
会
　☎（
82
）１
１
１
９
　有
線
０
６
０
１

●
実
施
日
時
　４
月
30
日
㈫
、
５
月
１
日
㈬
、
５
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
対
象
者
　町
内
在
住
の
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
・
未
就
園
児

　
　
　
　
　
　（生
後
６
ヶ
月
以
上
の
乳
幼
児
に
限
る
。）

●
実
施
場
所
　矢
掛
保
育
園
　保
育
室

●
利
用
料
金
　１
日
あ
た
り
　
　
　
　
　１
，
６
０
０
円

　
　
　
　
　
　半
日
あ
た
り
（
４
時
間
未
満
）
　８
０
０
円

　
　
　
　
　
　※

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
に
つ
い
て
も
、
利
用
料
金
は
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　※

午
後
５
時
以
降
は
、
１
時
間
あ
た
り
２
０
０
円
必
要
で
す
。（
午
後
７
時
ま
で
）

　
　
　
　
　
　※

お
弁
当
が
必
要
で
す
。
そ
の
他
準
備
物
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
人
へ
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
　４
月
12
日
㈮
ま
で
に
保
健
福
祉
課
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　※

保
育
園
在
籍
児
童
に
つ
い
て
は
、
別
途
保
育
園
か
ら

　
　
　
　
　
　利
用
希
望
を
調
査
し
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
３
２

まちからの
お知らせ

　国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
に
加
入
す
る
時
、
ま
た
は
や
め
る
と
き
は
必
ず
町
民
課
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
国
保
に
加
入
す
る
時
　•
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　•
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
時 

な
ど

●
国
保
を
や
め
る
時
　
　•
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　•
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た
時 

な
ど

※

届
け
出
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　☎（
82
）１
０
１
１
　有
線
０
５
７
１

国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　骨
髄
等
の
移
植
は
、
白
血
病
な
ど
正
常
に
血
液
が
生
成
さ
れ
な
く
な
っ
た
人
の
骨
髄
等
を
健
康

な
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
骨
髄
等
に
置
き
換
え
て
、
病
気
を
根
本
的
に
治
療
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。　移

植
を
希
望
し
て
い
る
多
く
の
人
が
、
適
合
す
る
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
る
人
は
現
在
47
万
人
以
上
い
ま
す
が
、
ド
ナ
ー
と
患
者
さ
ん
の
白
血
球
の
型

が
一
致
す
る
確
率
は
、
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
一
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
患

者
さ
ん
を
救
う
た
め
に
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
へ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
ド
ナ
ー
登
録
出
来
る
人

①
骨
髄
等
の
提
供
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
人

②
18
歳
〜
54
歳
で
健
康
な
人

③
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以
上
の
人

●
ド
ナ
ー
登
録
の
流
れ

①
骨
髄
バ
ン
ク
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
チ
ャ
ン
ス
」
を
よ
く
読
み
、
骨
髄
等
の
提
供
に
関
す
る
内
容

を
十
分
に
理
解
す
る
。

②
必
要
事
項
を
記
入
・
署
名
し
た
「
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
申
込
書
」
を
献
血
会
場
や
保
健
所

な
ど
の
登
録
窓
口
へ
持
参
し
、
手
続
き
を
行
う
。

　そ
の
際
に
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
（
白
血
球
の
型
）
検
査
用
に
約
２
ml
の
採
血
を
行
い
ま
す
。
検
査
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

※

「
チ
ャ
ン
ス
」
お
よ
び
「
申
込
書
」
は
、
献
血
ル
ー
ム
な
ど
の
献
血
会
場
や
保
健
所
、
役
場
な

ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
　☎
03（
５
２
８
０
）１
７
８
９

　保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
協
力
を

大
型
連
休
中
の
一
時
預
か
り
事
業
実
施
に
つ
い
て

４
月
７
日
は
岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
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矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受

験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

【
社
会
福
祉
士
】
嘱
託
職
員 
１
人

●
資
格
要
件
　
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
、
相
談
業

　
　
　
　
　
　
務
経
験
が
あ
る
人

●
勤 

務 

先
　
保
健
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

●
受
付
期
限
　
随
時
（
合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
）

●
試 

験 

日
　
随
時
（
受
験
者
に
通
知
し
ま
す
）

【
こ
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！
】

　（
正 

職 

員
）
看
護
師

　（
嘱
託
職
員
）
保
育
士
・
矢
掛
寮
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
調
理
員
・

　
　
　
　
　
　 

准
看
護
師

　（
臨
時
職
員
）
保
育
士
・
看
護
師
・
介
護
職
員
・
看
護
助
手
・
調
理
員
・

　
　
　
　
　
　 

事
務
員

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
！

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係  

☎（
82
）１
０
１
０  

有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　
栄
養
委
員
と
は
、
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
食
生
活
の

改
善
や
健
康
づ
く
り
を
啓
発
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、地
域
で
幅
広
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
に
興
味
が
あ
る
人
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
栄
養
委
員
に
な
る
条
件
　
18
歳
以
上
の
町
民
で
男
女
不
問
。

●
栄
養
委
員
に
な
る
に
は
　
保
健
福
祉
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
町
が
開
催
す
る
栄
養
改
善

教
室
に
参
加
し
、
食
生
活
の
改
善
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

※

現
在
、
矢
掛
町
に
は
50
人
の
栄
養
委
員
が
い
ま
す
。

●
栄
養
改
善
教
室
の
ご
案
内

　
と
　
き
　
５
月
〜
３
月
ま
で
の
第
３
木
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　（
５
月
は
総
会
の
た
め
調
理
実
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。
８
月
は
お
休
み
で
す
。）

　
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
内
　
容
　
食
事
や
運
動
な
ど
に
関
す
る
講
話
、
調
理
実
習
な
ど
（
全
10
回
）

　
　
　
　
　
ご
自
分
や
ご
家
族
の
健
康
に
役
に
立
つ
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
締
切
　
４
月
５
日
㈮

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

食
か
ら
健
康
づ
く
り
を

町
栄
養
委
員
を
募
集

　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
知
識・技
能・経
験
等
を
活
か
し
て
、
地
域
貢
献
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

毎
日
の
健
康
維
持
と
生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
業
務
内
容
　
庭
木
の
剪
定
、
伐
採
、
草
刈
り
、
草
取
り
、
障
子
・
襖
の
張
り
替
え
、
公
共
施

設
の
運
転
業
務
等

●
時
　
　
給
　
８
３
０
円
〜

●
対
　
　
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
人

■問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線
０
４
８
０

経
験
を
活
か
し
て
働
き
ま
せ
ん
か

平
成
31
年
度
シ
ル
バ
ー
会
員
を
募
集

コ
ー
ポ
さ
く
ら
・
サ
ン
コ
ー
ポ
・
コ
ー
ポ
小
田
・
コ
ー
ポ
三
谷

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ
４判）を同封して送付してください。

定
住
促
進
住
宅
サ
ン
コ
ー
ポ

（
東
川
面
４
２
１-

６
）

　
●
賃
貸
内
容
　標
準
世
帯
用 

２
戸

　
　
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

　
　
家
　
賃
（
月
額
）
３
４
，５
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
２
，１
０
０
円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
コ
ー
ポ
さ
く
ら

（
里
山
田
９
２
１-

１
）

　
●
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

　
　
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
家
　
賃
（
月
額
）
４
０
，０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
，０
０
０
円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
コ
ー
ポ
三
谷

（
東
三
成
１
２
２
１-

３
）

　
●
賃
貸
内
容
　標
準
世
帯
用 

１
戸

　
　
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
家
　
賃
（
月
額
）
５
３
，０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
，０
０
０
円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
コ
ー
ポ
小
田

（
小
田
５
５
１
８-

１
）

　
●
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

２
戸

　
　
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
家
　
賃
（
月
額
）
４
０
，０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
，０
０
０
円

●
募
集
期
間
　３
月
18
日
㈪
〜
27
日
㈬

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

Information
まちからの

お知らせ
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　若年層の結婚を応援するため、結婚に伴う新生活に要した住居取得費用、引越費用等の一部を助成します。

【対象経費】
①住居の取得費用
②新規の住宅賃貸費用、共益費、仲介手数料
③引越費用

　結婚後、矢掛町に居住するご夫婦に御祝金として10万円を交付します。

①婚姻日の年齢がいずれも50歳未満の夫婦
②婚姻後２か月以内に矢掛町に住所を有し、引き続き６か月以上定住して
いる夫婦
③同一世帯において、町税等の滞納がない夫婦

矢掛町結婚応援プロジェクト
～１対１のお見合いシステム～

会員登録制
１対１お見合い
WEBシステム

24時間いつでも
自分のスマホで
お相手検索

登録料の半分を
矢掛町が負担
40,000 円補助

当プロジェクトを
通じて婚姻したら
御祝 54,000 円支給

実質40,000円（税抜）
通常 242,000円

•登録料、システム利用料（年間）
•見合い料（年間１２回まで）
•サポート料（カウンセリング＆アドバイス）

矢掛町特別コース 80,000円

町が半分助成

担当カウンセラーが
出会いから成婚まで
フルサポート

矢掛町結婚祝金 １組 10万円

※結婚が決まった場合は成婚料 15万円（税抜）がかかります。入籍後、矢掛町から御祝として 54,000 円が支給されます。

矢掛町結婚新生活支援 上限 30万円

矢掛町結婚なこうど人報奨金 成婚１組につき10万円

　矢掛町にお住まい、またはお勤めの結婚を希望する独
身男女の皆さんに素敵な出会いを見つけていただくため
に、１対１のお見合いシステムをお得にご利用いただけ
る矢掛町特別コースをご用意しました。

　結婚を希望されている人に仲人が積極的に関わっ
ていただくことによって、婚姻が成立した場合に報
奨金を交付します。

【登録できる人】
矢掛町に住民票がある人
【登録方法】
結婚なこうど人登録申請書に記入・捺印のうえ提出。
【支給要件】
婚姻者が婚姻後に町内に住所を有し、引き続き２年
以上定住の意思がある結婚希望者を仲介した場合。
ただし、婚姻者の三親等以内の親族である人は除く。

矢掛町
素敵 出会

【対象世帯】
①矢掛町在住の世帯
②婚姻届提出時点で、夫婦ともに３４歳以下
③世帯の前年分の所得額の合計が３４０万円未満
※詳しくは、総務企画課企画係にお問い合わせください。

２月 19日、矢掛町結
婚なこうど人報償金交
付第１号として片山
済さん（矢掛）に山野
町長から報償金を交付
しました。

結婚なこうど人報償金　初交付

入会に関するご相談・ご質問は総務企画課企画係まで！

■問総務企画課企画係
☎（82）1010　有線 0521

6平成31年３月号

　



保健福祉課健康づくり係・保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

４月の健康カレンダー
Health  Calendar　AprilHealth  Calendar　April

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1 時30分～  3日㈬ 2歳児歯科健康診査

（集合時間）
午前 9 時  3日㈬

ウォーキングサロン
（ヤッホーコース）
※集合場所：山田会館

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～11日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児

受付：午後 2時 30分～4時26日㈮ 精神保健相談
※要事前連絡

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～17日㈬ 育児相談

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  7日㈰
14日㈰
21日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
28日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科
29日㈪/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

※事前に連絡をしてから受診してください。
30日㈫/㈷ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

☎(82)０２０２山縣内科医院
☎(82)３１１３筒　井　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

ストレスと上手に付き合いましょう
～３月は自殺対策強化月間です～

　厚生労働省は、自殺総合対策会議において「いのちを守る自殺対策緊急プラン」を決定し、例年月別自殺者数
の最も多い３月を「自殺対策強化月間」と定めました。
　適度なストレスは良い緊張感や刺激をもたらし、活力の源にもなります。しかし、ストレスを溜めこみすぎると、
こころや身体にさまざまな不調が現れます。自分に合った発散方法を見つけて、ストレスと上手に付き合っていき
ましょう。

●趣味を楽しむ
　スポーツに熱中したり、楽器を演奏するなど没頭で
きる趣味があれば気分転換が可能です。
　ギャンブルや過度なお酒はこころと身体の健康を害
すことに繋がります。

●睡眠・休養をとる
　不眠がうつ病の誘因になる場合もあります。下記
のような状態が続いていたら、こころの病気のサイン
かもしれません。
□なかなか寝つけない
□夜中に何度も目が覚める
□長時間眠っていても熟睡感がない
□日中、強烈な眠気に襲われる
　もしも、こんな状態が続いていたら、専門の医療
機関などに相談しましょう。

●コミュニケーションを楽しむ
　イライラしたことや仕事の悩みなどは、誰かに話す
ことですっきりすることがあります。

●日常生活の中で身体を動かす
　適度な運動は、さまざまな病気を予防したり、疲
労やストレスを解消するなどの効果があります。
　ただし、過度の運動はケガの原因になるので控え
ましょう。

●入浴・マッサージで身体をほぐす
　入浴は、疲労回復や気分をリフレッシュさせる効果
があります。特に効果的なのが、ぬるめのお湯での
半身浴です。

≪ストレスとの付き合い方≫

7 平成31年３月号
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　2月 23日、農村環境改善センターで「ふれあい
のつどい」が開催されました。
　講座生による大正琴や着付け、太極拳の舞台発表
の後の人権講演会では、声優・歌手・劇作家などで
活躍中の佐久間レイ氏が「心のストレッチ～みんな
笑顔の講演会・命を輝かせる～」と題して講演を行
いました。
　佐久間氏は、「身体と同じく、心も温めて柔らか
くストレッチしておくことで、転んでもケガは最小
限で済むはず。自分の個性を理解し、自分を愛して
あげて。」と話しました。来場者は佐久間氏の穏や
かな語り口に聞き入っていました。

　2月 18日、昨年の豪雨災害で被災し、休園して
いた中川保育園での保育が再開しました。
　被災した保育園は、床上約1.1ｍまで浸水。約7
か月間、園児たちは矢掛保育園と小田保育園に分か
れて通園していました。
　復旧工事には約6,960 万円を費やし、床・壁の
張り替えや給食用機器の入れ替えなどを行いました。
　園児たちは、通い慣れた保育園で友達や先生との
再会を喜び、園庭の遊具を使って遊んだり、ゲーム
や踊りをして楽しみました。

心のストレッチで穏やかな人生を

本陣マラソン、宿場町で健脚を競う

通常保育再開、おかえり中川保育園

↑穏やかな口調で講演する佐久間氏。
↑遊戯室でブロック遊びを楽しむ園児たち。

　2月 17日、町総合運動公園を発着点に「第31回矢掛本陣マラソン全国大会」
が開催されました。
　飛脚（ハーフ 21.0975 ㎞）・殿様（10㎞）コースをはじめとする４コース
18部門に県内外から2,364人がエントリー、宿場町の風情を残す町並みを駆け
抜けました。
【町内入賞者の皆さん（敬称略）】
姫様コース（5.7㎞）16～ 29歳（男子）の部　６位 磯谷和哉
若様コース（３㎞）小学１～３年生（男子）の部 ２位 妹尾怜歩
若様コース（３㎞）小学１～３年生（女子）の部 ５位 橋本玲愛
若様コース（３㎞）小学３年生以下（親子）の部 ６位 守屋圭史・このみ

まちの
わだい

ボランティアの皆さん、沿道で声援
を送っていただいた皆さんご協力
ありがとうございました。
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被災の中川小に寄贈

交通安全に役立てて

全国大会出場選手激励

　2月13日、矢掛ライオ
ンズクラブから昨年の７月
豪雨により被災した中川小
学校へプロジェクターやス
クリーン等の備品が寄贈さ
れました。

　2月20日、ＪＡ倉敷か
さやと全国共済農協連合会
県本部から矢掛町へカーブ
ミラー7基、夜光タスキ
150本等が寄贈されまし
た。

　第８回びわ湖カップなで
しこサッカー大会（Ｕ-12）
（2/23～24 滋賀県）に出
場。
　山田小学校６年 小

こ

林
ばやし

結
ゆ の

望
さん（南山田）

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

↑送迎した利用者に付き添うサポーター。

高齢者送迎サービス開始、町と県の事業
　2月 27日、三谷コミュニティ―センターで、高
齢者を地域の交流拠点に送迎して介護予防につな
げる町と県の事業「通所付添サポートモデル事業」
が始まりました。
　住民グループ「三谷ふれ愛の会」は 2017 年か
ら同所で介護予防の健康体操やゲームをする交流
会を週1回開催しており、地域住民約25人が利用
しています。今回の事業は、この交流会に自力で通
うのが困難な高齢者の外出をボランティアサポー
ターが送迎し支えていく取り組みで、県内で 4番
目となります。

　３月３日、矢掛小学校運動場で「第８回矢掛町消
防団消防操法訓練大会」が開催されました。
　これは消防団員が消防器具の基本操作を習得し、
その速さや正確さを競う大会で、ポンプ車操法の部
では、矢掛、小田、川面分団の３分団が出場。
　選手たちは、小雨の降る中日頃の訓練の成果を発
揮しました。訓練の結果、矢掛分団が見事優勝し、
５月に開催される第66回岡山県消防操法訓練大会
へ矢掛町代表として出場します。

矢掛の懐かしの味、商品化へ消防操法訓練大会、訓練の成果を発揮

↑レシピの試作品を食べる審査員ら。
↑日頃の訓練の成果を発揮する選手ら。

　３月１日、農村環境改善センターで「矢掛の懐か
しいふるさとの味」復活事業審査委員会が行われま
した。
　この事業は、かつて町内で食べられていた料理の
レシピを再現、商品化することで、観光客に矢掛ら
しさをアピールすることが目的。全23作品の応募
の中から、次の５作品を入賞作品として決定し、今
後商品化を進めていきます。
【最優秀賞】そば切り（守屋則明）【優秀賞】ヤキモ
チを焼こう〔ヤキモチ〕（藤井佳子）、やかげ茶豆お
こわ（西野沙織）【特別賞】バターナッツかぼちゃ
のポタージュスープ（安藤喜美子）



■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室　　　　　収蔵品展　季節のうつろいを感じて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期 /５月12日（日）まで

吉備大臣入唐絵巻（模本）　囲碁対局の場面

町民ギャラリー ＊入場無料　　　　　　　

◆ 美術館講座作品展　 烏城彫 　　　　　　　　　　3 月 19 日（火）〜 24 日（日）
　　　　　　　　　　　 華道（池坊）　　　　　　　　3 月 23 日（土）〜 24 日（日）
◆ フォト・マービー写真展　　　　　　　　　　　 4 月   2 日（火）午後〜   7 日（日）午後4時
◆ マミコイラスト展　　　　　　　　　　　　　　 4 月 16 日（火）午後〜 21 日（日）午後4時
◆ 画家太陽　大西幸仁作品展　　　　　　　　　　4 月 24 日（水）〜 30 日（火・祝）

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　「こんにちは」鮮やかなオレンジやピンクの帽子をかぶっ
たスモッグ姿の園児たちが保護者の方と一緒に入ってきま

す。図書館の夕方の風景です。園児たちはお気に入りの本のコーナーへまっしぐら…。その
間、お母さんたちは絵本のコーナーで情報交換もしながら子どもたちを待っています。「これ、
読んで！」と元気よく持ってきた絵本を読み聞かせしながら、思い思いのひと時を過ごして
います。「保育園 －図書館－ 家とコースが決まっているんですよ」と赤ちゃんを抱っこした
お母さんとお子さんがうれしそうに絵本を借りて帰って行きました。
　図書館に来たみんなの笑顔があふれるほのぼのした時間が、絵本の力を感じるひと時です。

カウンターからの情景

若山牧水が岡山から下関まで、瀬戸内地方を旅した記
録。矢掛に立ち寄った際の記述もあります。

身近だけどなかなか見る機会の少ないコケを生育する
場所別に美しい写真で紹介。著者の木口博史氏は矢掛
町出身。

「牧水が歩いた瀬戸内紀行」
　　　　　　　　　　　　　遠藤　堅三／著　萌友出版

「ずかん　こけ」　
　　　　　　木口　博史、古木　達郎／著　技術評論社

図書館のイベント
おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　3月23日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵
本の読み聞かせやエプロンシアター、おりがみ
教室など

えいごであそぼう
◆と　き　4月 13日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

郷土にゆかりのある本

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

は休館日

4月の図書館カレンダー

28 29 30

日

8
1

9
2

10
3

1211
4 5

13
6

14
7

15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27

火水木金土月

3月の休館日
　22日（金）・25日（月）

　今回の収蔵品展では、田中塊堂が愛蔵していた「吉備大臣
入唐絵巻（摸本）」を公開しています。
　これは、現在ボストン美術館が収蔵している「吉備大臣入
唐絵巻」を摸写したもので、奈良時代に遣唐使として海を渡
った矢掛町ゆかりの政治家・吉備真備が、唐でさまざまな妨
害にあうところを、才智で切り抜けていく逸話が記されてい
ます。
　原本をほぼ忠実に再現していますが、米国への流出が分か
ってから急きょ制作されたため、着色が施されてない部分が
あるなど、大変興味深い一点です。

みんな集まれ！
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天
草
の
友
の
つ
く
り
し
晩ば

ん

白ぺ
い

柚ゆ

の
特
大
の
実
が
黄き

金ん

に
輝
く�

谷
許

　靖
子

手
編
み
せ
し
マ
フ
ラ
ー
を
贈
り
返
事
待
て
ど
乙
女

の
心
未
だ
届
か
ず�

石
川

　智
子

初
日
の
出
眩
し
と
仰
ぐ
平
成
の
最
後
の
亥
年
幸
多

か
れ
と�

浅
田

　英
子

校
庭
の
栴
檀
の
幹
に
ま
は
す
手
の
届
か
ざ
り
永
き

歴
史
を
思
ふ�

杉
本

　清
子

男お

曾ひ
ま
ご孫
が
ホ
ー
ム
を
訪
ひ
く
れ
ホ
ー
ル
に
あ
る
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
く
れ
た
り
う
れ
し�

毛
利

　英
子

松
が
枝
の
間ま

よ
り
差
し
く
る
や
は
ら
か
き
光
を
手

に
受
け
幼お

さ
な
ご児

は
笑
む�

峰
山

　祥
子

妹
の
生あ

れ
し
届
け
を
十
三
の
我
が
な
し
た
り
遠
き

春
な
り�

谷
口

　節
子

四
十
路
な
る
甥
よ
り
届
く
初
便
り「
結
婚
し
ま
す
」

に
家
内
ざ
わ
め
く�

杉
本
萬
壽
子

曾ひ

こ孫
描
き
し「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
南
瓜
」の
絵
が

カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
り
て
わ
が
家
に
届
く

�

古
城

　
　操

亥
の
年
の
年
賀
状
が
届
き
無
事
を
知
る
心
は
れ
ば

れ
若
き
日
を
思
ふ�

鳥
越

　信
子

風
邪
に
臥
す
妹
に
甘
き
蜜
柑
を
送
り「
届
い
た
よ
」

と
い
ふ
元
気
な
声
を
待
つ�

団
迫

　慶
子

花
の
切
手
の
五
枚
貼
ら
れ
し
大
封
筒
に
「
竹
喬
カ

レ
ン
ダ
ー
」
が
姪
よ
り
届
く�

坂
川
須
磨
子

水
害
に
遭
ひ
し
蝋ろ

ふ

梅ば
い

や
紅
梅
が
咲
き
下
弦
の
月
は

雲
間
に
光
る�

今
井
　京
子

こ
の
思
ひ
深
け
れ
ば
彼
岸
に
届
く
は
ず
と
自
ら
に

言
ひ
鉦
を
打
つ
な
り�

選
　者
　詠

美
術
館
短
歌
講
座
三
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

文
化
協
会
川
柳
二
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

文
化
協
会
俳
句
二
月
作
品�信

　子
選

う
な
ず
い
て
誤
解
招
い
た
遠
い
耳�

池
田

　信
夫

お
返
し
は
笑
顔
だ
け
で
も
い
い
で
す
か�

山
元
と
も
え

そ
れ
な
り
の
夢
に
向
か
っ
て
い
る
歩
幅�

田
中

　
　恵

年
重
ね
聞
き
流
す
事
多
く
な
り�

古
村

　愁
水

お
た
が
い
に
思
惑
語
る
遠
き
耳�

渡
辺

　和
彦

ス
リ
ッ
パ
が
ル
ン
バ
の
か
わ
り
し
て
く
れ
る�

池
田
た
か
子

手
を
つ
な
ぐ
そ
の
一
辺
に
い
る
わ
た
し�

三
宅
か
ず
こ

言
わ
ぬ
だ
け
言
え
ば
輪
の
外
嫌
わ
れ
る�

椎
葉
つ
と
む

大
地
の
温
さ
を
知
っ
て
い
る
大
根�

田
中

　道
博

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
オ
チ
に
借
入
金�

紫
　し
め
の

い
い
笑
顔
名
刺
代
わ
り
に
置
い
て
来
る�

選
　者
　吟

凛
と
せ
る
遺
影
届
き
し
冬
薔
薇�

敏
　枝

は
ふ
は
ふ
と
な
べ
焼
う
ど
ん
舌
を
焼
く�

妙
　子

平
成
の
お
暇
乞
ひ
の
と
ん
ど
焼
き�

宏

白
菜
の
漬
物
と
な
り
里
帰
り�

敦
　子

初
午
や
赤
い
鳥
居
の
屋
敷
神�

選
　者
　吟

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられ
たおたより
などでつくるページです。

      いし  の  たいせい

石野泰成くん（里山田）
（H30年 3 月16 日生まれ）
笑顔が可愛い泰君。元気に大き
くなってね♡

        たけうち　  つかさ

竹内　司くん（小林）
（H30年 3 月25 日生まれ）

司の笑顔は家族の癒し♡
元気に育ってね☆

     くずはらいと  は

葛原絃葉ちゃん（矢掛）
（H30年 3 月15 日生まれ）
可愛い笑顔を大切に、すくす
く元気に育ってね！

★ 対 象 者★　町内在住で平成 30 年 4 月生まれ
のお子さん

★応募期限★　平成31年3月29日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりがな）③

性別④生年月日⑤電話番号⑥ 20字程度のメッ
セージを添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

くらしのカレンダーをご活用ください
　「矢掛町くらしのカレンダー」の 2019 度版が完成し、各家庭への
配布を始めました。
　このカレンダーは、町の諸行事、ごみの収集日・分別方法や保健計
画などを一括的にお知らせし、日々の生活に役立てていただくため、
町が毎年３月に発行しているものです。事業所等で別途必要な場合は、
お問い合わせください。

■問総務企画課
　 秘書広報係
　 ☎（82）1010
　 有線 0522

11 平成31年３月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 　教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,277人（－3） 
　男　     6,857人（－5） 
　女　    7,420人（＋2）
世帯数　  5,473世帯（＋9）

平成31年3月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

相

　
　談

国
税
専
門
官
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◦
受
験
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
２
０

２
０
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

※
そ
の
他
受
験
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

☎
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１

手
話
奉
仕
員
、
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
し

て
い
る
手
話
・
要
約
筆
記
の
奉
仕
員

養
成
講
座
を
、
矢
掛
町
在
住
の
人
も

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
※
受
講
場
所
は
井
原
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

　
受
講
回
数
は
、
年
間
で
16
～
24
回

程
度
と
な
り
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

で
、別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

受
講
希
望
の
人
や
、
詳
細
に
つ
い
て

知
り
た
い
人
は
、
３
月
29
日
㈮
ま
で

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

岡
山
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会（
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
岡
山
大
会
）参
加
者
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
日
頃
培
っ

た
技
能
を
互
い
に
競
い
合
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
職
業
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
企
業
や
社
会
一
般
の

人
々
が
障
が
い
を
持
っ
た
人
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
深
め
、
雇
用
の
促

進
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
31
年
度
岡
山
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

岡
山
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
と
　き
　
６
月
29
日
㈯

◦
と
こ
ろ
　
国
立
吉
備
高
原
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
加

賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
７
５
２
０
）

◦
事
務
局
　
独
立
行
政
法
人
　
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
岡
山

支
部

※
競
技
種
目
、
参
加
資
格
、
参
加
申

し
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
人
は
、
３
月
29
日
㈮
ま
で
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

陸
海
空
自
衛
官
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
陸
海
空
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
種
目
　

　
①
一
般
幹
部
候
補
生

　
②
一
般
曹
候
補
生

◦
受
験
資
格
　

　
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満（
大
卒（
見

込
含
）
者
は
、
20
歳
以
上
22
歳
未
満

も
可
）

　
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

◦
受
付
期
間
　
３
月
１
日
㈮
～
５
月

１
日
㈬

◦
試
験
日
　
種
目
毎
に
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問
自
衛
官
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
４
月
19
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

募

　
　集

有料広告

　

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）

　

12平成31年３月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 　教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,277人（－3） 
　男　     6,857人（－5） 
　女　    7,420人（＋2）
世帯数　  5,473世帯（＋9）

平成31年3月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

有料広告

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
４
月
３
日
㈬
、10
日
㈬
、

17
日
㈬
、
24
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

障
が
い
の
あ
る
人
の
軽
自

動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
所

有
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
毎
年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
必
ず
４
月
23
日

㈫
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
普
通
自
動
車
税
（
県
税
）
の

減
免
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
は
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
対
　象

◦
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車

◦
18
歳
未
満
で
障
が
い
の
あ
る
人
ま

た
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
と
生
計

を
同
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車

※
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程

度
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
持
参
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

（
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
）、運
転
免
許
証
、車
検
証
、認
印
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー

ド
）

◦
受
付
期
間

　４
月
１
日
㈪
～
23
日
㈫

※
期
間
内
に
申
出
の
無
い
場
合
は
減

免
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
お
よ
び
家

屋
の
評
価
額
等
を
記
載
し
た
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◦
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
５
月

31
日
㈮
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
閉
庁
日
は
除
く
）

◦
縦
覧
場
所
　
町
民
課
窓
口

◦
縦
覧
で
き
る
人
　
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
か

ら
委
任
を
受
け
た
人

◦
必
要
書
類
　
運
転
免
許
証
な
ど
本

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材

知って得する！農業者年金③（全3回）

区
分 必要な条件

国庫補助額
35 歳未満 35 歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 1万円（５割） 6千円（３割）
２ 認定就農者で青色申告者 1万円（５割） 6千円（３割）

３
区分１または２の人と家族経
営協定を締結し、経営に参画
している配偶者または後継者

1万円
（５割）

6千円
（３割）

４
認定農業者または青色申告者
のいずれか一方を満たす者
で、３年以内に両方を満たす
ことを約束した者

6千円
（３割）

4千円
（２割）

５ 35 歳までに区分１の者とな
ることを約束した後継者 6千円（３割） ―

農業者年金の加入条件
　農業者年金は、自分で積み立てた掛け金を、将来
自分が受け取る制度です。
●加入条件
◦国民年金の第１号被保険者
◦ 年間60日以上農業に従事している人（１日
　数時間の農作業等でも１日として換算）
◦60歳未満の人
◦国民年金の付加年金加入者

　上記の条件を満たした上でさらに下記の加入条件
を満たす人は、掛け金に対して最長で 20 年間、国
の補助を受けることができます。

●加入条件（国の補助対象となる人）
◦60歳までに納付期間が20年以上見込まれる人
◦農業所得が、900 万円以下の人であること
◦掛け金を２万円とすること
◦下表の区分に応じた条件を満たしている人

　農業者年金への加入希望者は、農業委員会事務局
（産業観光課内）へお申し出ください。
■問 矢掛町農業委員会事務局（産業観光課内）　
　 ☎（82）1016

お
知
ら
せ
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基
準
年
度
（
平
成
25
年
度
）
比
で
、

94
・
９
％
と
な
り
、
５
・
１
％
の
削

減
と
な
り
ま
し
た
。

◦
減
少
理
由
と
今
後
の
対
策

　
ガ
ス
や
電
気
等
の
事
業
者
（
中
国

電
力
な
ど
）
が
国
か
ら
削
減
を
求
め

ら
れ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
係

数
が
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
町
と
し
て
の
取
り
組
み
に

よ
る
成
果
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。

　
今
後
は
、
各
施
設
の
設
備
更
新
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
面
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
図
る
一
方
で
、
町
管
理

施
設
の
不
要
な
電
気
の
消
灯
を
徹
底

さ
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
励
行
す
る

な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
も
よ

り
一
層
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
財
政
管
財
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
６
０
７

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◦
と
　き
　
３
月
26
日
㈫
　
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
・
午
後
０
時
30

分
～
２
時

※
受
付
時
間
が
前
回
ま
で
と
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
当
日
は
４
０
０
㎖
献
血
の
み
の
お

願
い
と
な
り
ま
す
。
献
血
可
能
な
年

齢
は
、
男
性
17
歳
以
上
、
女
性
18
歳

以
上
で
69
歳
ま
で
。
体
重
は
50
㎏
以

上
必
要
で
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

井
原
地
区
消
防
組
合
に
化
学

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入

　
井
原
地
区

消
防
組
合
で

は
、
老
朽
化

し
た
水
槽
車

の
更
新
に
伴

い
、
危
険
物

施
設
等
の
火

災
で
消
火
活
動
に
威
力
を
発
揮
す
る

化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
新
車
両
は
積
載
水
量
１
、
３
０
０

Ｌ
、
泡
消
火
薬
液
５
０
０
Ｌ
を
積
載

可
能
で
あ
り
、
放
水
時
に
水
量
や
薬

液
の
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
危
険

物
施
設
等
で
保
有
す
る
危
険
物
の
特

性
に
適
し
た
消
火
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
水
だ
け
で
の
放
水
も
可

能
で
、
一
般
の
火
災
に
も
対
応
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
車
両
上
部
に
は
放

水
銃
を
装
備
し
、
火
勢
が
強
く
近
づ

く
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
も
、
高
圧

の
遠
距
離
放
水
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

■問
井
原
地
区
消
防
組
合

☎（
62
）１
２
６
０

農
地
の
賃
借
料
情
報

　
平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お

け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■問
矢
掛
町
農
業
委
員
会
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

４
月
3
日
㈬
・
4
日
㈭
・
17
日
㈬
・

人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
代
理
人
は

委
任
状
）

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
が
加
入

す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
平
成
31
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、
10
・
15

％
か
ら
10
・
22
％
へ
、
介
護
保
険
料

率
は
、
１
・
57
％
を
１
・
73
％
へ
引

き
上
げ
る
見
通
し
で
す
。

■問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

矢
掛
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
第
４
期
）
の
運
用
開
始
と
平
成
29
年

度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実
績

　
町
で
は
、
京
都
議
定
書
な
ど
に
お

け
る
国
際
的
な
流
れ
や
本
町
が
平
成

４
年
に
行
っ
た
「
ク
リ
ー
ン
な
町
宣

言
」
な
ど
を
ふ
ま
え
、
平
成
30
年
４

月
に
町
の
各
施
設
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

取
り
組
む
た
め
の
「
矢
掛
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画（
第
４
期
）」
の

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
34
年
度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
基
準
年
で
あ
る
平
成
25
年

度
と
比
べ
て
27
・
２
％
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◦
平
成
29
年
度
分
の
実
績

※データ数は集計に用いた筆数
※物納の場合は 60kg 当たり 13,600 円に換算、標準的な水準を算出するため、全賃借料デ
ータの平均値±70％を超えるもの・水稲以外のものを除いています。
※金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
※賃借料情報は実勢の集計値であり拘束力はなく、賃借料決定の参考として提供するもので
すので、実際の契約の際には貸し手と借り手の両者でよく協議した上で締結してください。

地　域 平均額 最高額 最低額 データ数 面　積 備　考
賃 貸 借（有償）
によるもの 矢掛町全体 6,600円 13,300円 2,300円 129筆 21ha 田（水稲）
使用賃借（無償）
によるもの 矢掛町全体 ― ― ― 235筆 27ha 田（水稲）

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（1 月申請分）４月   5日㈮

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（2月申請分）３月15日㈮

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（2 月申請分）
難病者等給付金（10月〜3月分）

３月29日㈮

保 健 福 祉 課
福 祉 推 進 係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） 3月20日㈬ 3月25日㈪

※ 口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

※ 納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。
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18
日
㈭
・
19
日
㈮
・
23
日
㈫
・
24
日

㈬
・
26
㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

４
月
１
日
㈪
、
8
日
㈪
、
15
日
㈪
、

22
日
㈪
・
29
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午

後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
附
　
守
岡
克
浩（
岡
山
市
）、

フ
レ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
か
げ

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
小
板
則
生
、
東

純
生
（
岡
山
市
）、
守
屋
岩
男
（
大

阪
府
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

多
賀
敬
佳
（
矢
掛
）、多
賀
秀
幸
（
小

林
）、
復
興
応
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員 

竹
内
弘
海
（
下

高
末
）、
浅
野
恭
平
（
東
三
成
）、
加

藤
岡
主
（
宇
内
）、
髙
月
正
一
、
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
（
浅
海
）、

伊
達
秀
司
（
小
田
）

▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
多
賀

敬
佳
（
矢
掛
）、
多
賀
秀
幸
（
小
林
）

▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
加
藤

岡
好
郎
（
宇
内
）
▼
中
川
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
髙
月
正
一
、
守
屋
康
夫

（
浅
海
）▼
小
田
公
民
館
へ（
金
一
封
）

伊
達
秀
司（
小
田
）▼
矢
掛
町
へ（
民

井原警察署
矢掛幹部派出所

俗
資
料
）
髙
月
周
次
郎
（
浅
海
）
▼

中
川
小
学
校
へ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

他
）
矢
掛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
美

川
幼
稚
園
へ（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
他
）

平
成
30
年
度
美
川
幼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
山

田
幼
稚
園
へ
（
多
目
的
カ
ー
ペ
ッ
ト

他
）
平
成
30
年
度
山
田
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
▼
中
川
保
育
園
へ
（
金
一
封
）
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、（
絵
画
）
原
田

康
平
▼
小
田
保
育
園
へ
（
絵
画
）
原

田
康
平
、（
か
ん
た
ん
テ
ン
ト
他
）

平
成
30
年
度
保
護
者
会

▼
矢
掛
本
陣
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
の

賞
品
等
と
し
て
矢
掛
町
へ（
金
一
封
）

矢
掛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、（
せ
ん
べ

い
）
ぼ
っ
こ
う
堂
、（
菓
子
）中
西
菓

子
舗
、
佐
藤
玉
雲
堂
、（
麩
）
髙
常
製

麩
所
、（
米
）倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同

組
合
、（
も
や
し
）名
水
美
人
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
㈱
、（
文
具
類
）丸
五
ゴ
ム
工

業
㈱
、（
果
物
等
）水
車
の
里
フ
ル
ー

ツ
ト
ピ
ア
、（
入
浴
券
）
矢
掛
屋
、

（
食
品
等
）
朋
友
会
、（
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
等
）
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
笠
岡
明
治
牛
乳
販
売

㈲
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー

ビ
ス
㈱
、
㈱
キ
リ
ン
ビ
バ
ッ
ク
ス

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

2　月 8 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 2 1 0 13 2 0 11
累　計 9 0 0 0 4 1 0 0 0 0 1 2 1 0 28 3 0 25
（前年比） +2 ±0 -1 ±0 +4 +1 ±0 -1 ±0 ±0 -3 +1 +1 ±0 -28 ±0 ±0 -30

　　　　　午後１時～４時30分
　日　　　�午前10時30分～11時30分、
　　　　　午後２時30分～３時30分
　　　　　※土曜日・祝日・休日、年末年始の閉庁日を除く。
　県内のすべての警察署（矢掛幹部派出所を含む）
　月～金　午前８時30分～正午、午後１時～５時
　　　　　※土曜日・祝日・休日、年末年始の閉庁日を除く。
②必要なもの　運転免許証
　　　　　　　変更内容が確認できるもの（コピー不可）
　氏名・本籍の変更
　本籍記載の住民票（個人番号が省略されたもの）
　※提出していただいた住民票はお返しできません。
　住所のみの変更
　�　住民票、本人宛の郵便物、健康保険証等新しい住所が確
認できる物いずれか一つ。（「通知カード」は不可）※確認
物は手続き終了後にお返しします。

　�○都道府県によって取扱いが異なる場合があるため、他の
都道府県へ転出される場合は、住所地を管轄する公安委員
会（各警察本部）に直接お問い合わせください。

◦募集期間　３月１日㈮～４月５日㈮
◦受験資格
◦警察官Ａ（2019年10月採用）
昭和61年４月２日以降の生まれで、大学を卒業した人または
平成31年９月30日までに卒業見込みの人
◦警察官Ａ（2020年４月採用）
昭和61年４月２日以降の生まれで、大学を卒業した人または
2020年３月31日までに卒業見込みの人
◦警察官Ｂ（2019年10月採用）
昭和61年４月２日から平成13年４月１日生まれの人。ただ
しＡ区分に該当する人または高等学校を2019年10月１日か
ら2020年３月31日までに卒業見込みの人を除く。
※詳しくは、受験案内をご覧ください。
◦受験申込み・問い合わせ先
　岡山県警察本部警務課�人事第二係（086）234-0110
　内線2661　フリーダイヤル0120-055-314

運転免許証の住所等の変更手続きについて
　引越しの多い時期を迎えますが、運転免許証の住所等の記
載事項変更手続きを忘れずに行ってください。
①受付場所および受付時間
　運転免許センター
　月～金　�午前９時30分～11時30分、

警察官Ａ・Ｂ（男・女）の募集

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（平成31 年 2 月末現在）
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平
成
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年
3
月
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日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
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a.jp/
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 3
vol.81

ジブンゴト学会 in 岡山大学 １月６日㈰

　身の周りの課題や問題を「ジブンゴト」としてとらえ、その解決に向け自分の
考えた「プロジェクト」を実施する。そんな高校生たちのアクションを発表し合
う「ジブンゴト学会」＆「マイプロ関西大会」が行われました。地元特産品を PRす
るぞ！美しい町並み構想を議員さんに提案するぞ！神楽で町を盛り上げるぞ！被
災地でゲーム大会を開くぞ！等々。矢高生のいろいろなプロジェクトが多くのオ
ーディエンスの前で語られました。

マイプロ関西大会 in 関西大学 ２月 10日㈰

矢中１年生×矢高３年生
　矢掛中学校の進路学習の一環として、矢中OB・OGの矢高３年生が、高校生活、
勉強、部活、進路のことなどを交流会で伝える機会がありました。中学生は真剣
な眼差しで、先輩たちの話に興味津々でした。

２月８日㈮

球技大会
　年に２回開催される球技大会。夏の大会が雨で中止となっていたため、生徒た
ちは気合い十分。優勝は男女ともに２年B組。来年度にむけてはずみがつきます。

３月５日㈫

　大阪府立芥川高校吹奏楽部の生徒が矢高を訪れ、豪雨災害のことを勉強して帰
られました。彼らは３月に大阪で災害支援チャリティーコンサートを開く予定で、
その演奏の前に自分たちの目で被災地を感じ勉強しておきたいとのことでした。
矢高の被災した生徒らは、現場を案内したり自分のスマホにある写真を紹介した
り、自分たちの想いを伝えていました。

大阪高校生に豪雨災害を伝える会 ２月 10日㈰・11日㈪

卒業式だより ３月１日に卒業式がありました。
普通科 116人、地域ビジネス科 32人の生徒が卒業しました。

　
　
答
　
辞

　
春
の
気
配
を
感
じ
る
今
日
こ
の
日
、

私
た
ち
は
通
い
慣
れ
た
矢
掛
高
校
か

ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。（
略
）や
か

げ
学
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
を
始
め
、

地
域
の
方
に
は
優
し
く
も
期
待
の
目

で
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
後

輩
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち

は
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
夢
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
十
八
年
間
育
て

て
く
れ
、
高
校
三
年
間
毎
日
お
弁
当

を
作
っ
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
卒
業
式
か
ら
帰
っ
た
ら
い

っ
ぱ
い
話
し
ま
し
ょ
う
。（
略
）さ
て

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
の
消
防
士

と
い
う
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
今
回
の
災
害
で
自
分

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
は
っ
き
り

し
ま
し
た
。
消
防
士
に
な
る
私
は
た

く
さ
ん
の
命
を
救
い
た
い
と
心
か
ら

思
い
、
そ
し
て
そ
れ
は
夢
で
は
な
く

使
命
と
な
り
、
自
分
の
命
は
み
ん
な

の
命
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
感
じ

て
い
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
活
躍
で

き
る
仕
事
に
就
か
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
ど
ん
な
時
で
も
ど
ん
な
事
で

も
、
最
前
線
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。

　
　
卒
業
生
代
表
　
西
　
竜
之
介

編

集

後

記

　
昨
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
て

い
た
中
川
小
学
校
、
中
川
保
育
園
に
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
再
開
時
に
は
取
材
に

伺
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
見
る
と
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
被
災
時
か
ら
私
の
目
に
映
っ
て
い
た

の
は
、
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
な
ど
多
く
の
方
の
ご
支
援
と
と
も
に
、

ど
ん
な
状
況
で
も
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

を
想
い
、
寄
り
添
っ
て
お
ら
れ
た
先
生

方
の
姿
で
す
。
先
生
方
の
存
在
が
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
の
安
心
に
繋

が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
多
く
の
人
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
場
所

で
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。
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